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Abstract
This is my second report of the research into Chinese intellectuals in the Republic of China Era who visited 
Korea under Japanese control（1910︲1945） and observed its society.  Huang Yanpei, the object of my re-
search this time, wrote Chaoxian, after he visited Korea for the second time in 1927.  In this paper, I intended 
to investigate into his views on some international problems around the East Asia at that time by collecting 
and reading  Chaoxian  and other materials.
????
私は日韓併合百周年の昨年（2010 年），中国の青年学者魏建功（1901－1980）の植民地朝鮮体験について
の考察を発表した1）．1927 年春から一年数か月の間，京城帝国大学講師として勤務した魏建功は，京城
（漢城，ソウル）における自己の見聞や所感を「僑韓瑣談」等の随筆に書き綴り，『語絲』に発表した．半ば
植民地と化していた中国の青年知識人が，既に完全な植民地となっていた朝鮮の社会状況をつぶさに観
察する機会を与えられる．彼は，初めに朝鮮の人々に対して覚えた同情の念が，実は彼らに対する反感
と背中合わせになっていることにやがて気づくようになる．それからは，朝鮮社会の様々な事象に相対
する度に，己が内から湧き起こってくる複雑な思念にも目をそらさず直視し，あくまで自らを偽ること
なく，朝鮮，さらには中国の現実を受け止めていく．以上のような朝鮮体験が魏建功の一連の著作を通
して窺えたのであった．このような朝鮮体験は，他の人のそれと比べるまでもなく，既に十分に個性的
な内容のものと言ってよかろうと思われるのだが，ただ，やはり評価の客観性を保証するため，植民地
朝鮮を訪れた他の中国知識人の見聞録との内容比較を行ってみる必要があると私は考えた．
そこで，そうした中国知識人による植民地朝鮮見聞録の類の著作を私は多少の時間をかけて物色して
みたのだが，ある程度の分量とまとまりをもつものは，やはり前稿の末尾で言及した黄炎培（字任之．
1877－1965）の『朝鮮』（商務印書館，1928 年）しか見つけることができなかった．そのため，とりあえず
この『朝鮮』を今回の考察の対象とすることになるが，黄炎培に関するこれまでの研究の中に彼の朝鮮と
のかかわりを問題にしたものはほとんどないように思われる2）から，本稿において私はもちろん著作『朝
鮮』を中心としつつも，訪朝体験や朝鮮に関する言動等，彼の朝鮮とのかかわりの全体をできるだけ詳
しく把握することを目指したい．紙幅の制限があるため，彼の朝鮮観に対する詳細な論評や，魏建功の
朝鮮観との比較などには踏み込まず，次の機会を待つこととしたい．
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なお，魏建功の在韓体験を例として考察した前稿は，魏建功が主として「韓国」という呼称を使ってい
たため，それに倣い論題にもその語を使ったが，本稿で取り上げる黄炎培は主として「朝鮮」という呼称
を使っているため，論題をはじめ，以下，本文でもこの語を使うことを原則とする．
??1918????? 1920?????????????????
黄炎培が最初に朝鮮に興味を覚えたのは 11 歳のときで，『尚書』の洪範を習う中で「箕子の朝鮮受封」
を知ったのがきっかけだという．また，当時彼が学んでいた外祖父の塾に，ある日「蛾冠長衣」の人が自
ら書いた「楹帖」を売りに来て，外祖父に「此即朝鮮人也」と教えられたときの事がその後も記憶に残った
という3）．そのような彼が 1918 年に初めて朝鮮を訪問する．これは商務印書館退職直後の蔣夢麟（1886
－1964）とともに遼寧・吉林・黒竜江の三省を回り，そのついでに朝鮮まで足を伸ばしたもので，6 月
28 日に新義州に到着，ソウル，仁川と回って，7 月 3 日早朝の汽車で奉天へ向け去っている4）．黄炎培
には 1911 年 7 月以後の日記が残っており，『黄炎培日記』として出版されている5）が，これによって調
べてみると，1918 年 1 月 3 日の条に「1．教育界之楽観；2．職業教育之進歩；3．僑民教育発展之希望；
4．高等教育拡張之動議；5．日本治韓之現状；6．朝鮮華僑之状況；7．国民教育与職業教育」という，
当時の彼の問題意識を表すような言葉がメモ風に記されており6），このうちの 3，5，6 辺りがこのときの
朝鮮訪問の動機としてあったものと推察される．また，同年 5 月 14 日の条では湯爾和の「東游日記」と
銭新之の「金融調査記」を参考にして，「東三省行程を定」め，8 月初めに新義州，「朝鮮都城」を訪れるこ
とを計画している7）が，計画より実行が早まったことになる．さて，この訪朝時の主な見学場所は，『日
記』によれば，日人小学校・朝人普通学校・簡易工学校・営林廠（以上 6 月 28 日，新義州），昌徳宮王家
博物館・植物園・動物園・呉武壮公祠8）（以上 29 日，漢城），景福宮・総督府博物館・王家美術陳列所・
商品陳列所（以上 30 日，同前），女子高等普通学校・男子普通学校・附属普通学校・中央試験所・工業
専門学校・私塾（以上 7 月 1 日，同前），仁川公立尋常高等小学校・商業学校・公園・築港（以上 2 日，
仁川）で，また，7 月 2 日には仁川の中華会館で演説を行っている．ごく短期間の旅行ではあったが，
見聞したところをノートに記し，帰国してからそれをまとめて本にしようと思っていたところ，途中で
そのノートを盗まれてしまったという9）．
次に見られる黄炎培の朝鮮とのかかわりは，朝鮮で三・一独立運動が起こった後の 1920 年における
発言である．中朝連帯運動の一環として 1920 年 10 月 20 日から上海で開催された第 6 回全国教育会聯
合会は，各地の学校に朝鮮人学生を収容するよう呼びかけ，また，一万元を募って朝鮮人のための学校
を設立することを提唱した．その契機となったと考えられるのは 11 月 3 日，華僑の高名な教育家陳嘉
庚を迎えて教育会聯合会が開催した歓迎会であるが，その席上，中国籍の朝鮮人金文淑がスピーチに立っ
て「高麗受日本摧残之惨状」を訴え，「対於祖国，不敢一日忘，而対於中国亦不能旁観」衷情を述べ，最後
に「中国各高等中等学校，容納其青年男女，使受高等教育」ことを望む旨訴えると，黄炎培が直ちにこれ
に応じて，提議を行ったという．そのときの事が『時報』1920 年 11 月 4 日号に「黄任之之提議」という見
出しの下，「金女士演説畢．黄任之臨時提議三種辦法．請各省区代表賛助．（一）介紹高麗人民．至各地
演講日人対於高麗之情形．（二）介紹高麗書籍報紙．使国人亦可洞悉其苦衷．（三）各地学校．収受高麗青
年．使得相当之教育．並謂此種辦法．不但為提携同種之高麗．並可以警醒国人云．全体代表．均鼓掌賛
成（後略）」と報じられている10）．「同種」の朝鮮との提携が中国国民の覚醒にもつながるとの考え方は，
この後も黄炎培が朝鮮問題に目を向ける際の基本となっていったようである．
??1927????
?????????????????
さて，本稿で主に取り上げたいと思うのは，1927 年の 2 回目の朝鮮訪問である．その動機として，
黄炎培は『朝鮮』第一章序言には，1927 年 2 月，中華職業教育社に服務すること 10 年目を迎えたので，
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遊歴に出るべく休暇をとった旨記しているのだが，行き先が朝鮮に決まるまでの実際の経緯はかなり複
雑だったようである．『日記』1927 年 4 月 2 日の条には「行踪を擬す」として，「A．先至日本，次漢城，
次大連，次北京，出席六月常会畢，赴美（後略）」と「B．五月赴京，六月会畢至大連，次漢城，次日本，
赴美（後略）」の二案が記され，アメリカについては交通費の細かい試算までなされ，また別に「赴欧転美」
の一案も記され，フランス・イタリア・ベルギーでの生活費の試算までされている．その後，彼の『八
十年来』等によれば，1927 年の上海クーデター（四・一二政変）で，中国国民党の上海当局から，「学閥」
形成をもくろんだという曖昧な理由で指名手配を受け，追い詰められた黄炎培は5月19日に上海を離れ，
大連へと逃れた11）．大連に移った後，当初の予定どおり，6 月（下旬）の北京での「常会」，すなわち中華
文化教育基金会董事会にも出席しているが，大連滞在中の彼の最大の願望は「新村制度、農村経済、合
作事業」の調査のための 4 ヵ月間のインド行と 6 ヵ月間の日本行に変化してきたようで12），7 月 22 日か
らは家庭教師の下で日本語の学習を始めたりもしている13）．ところが，その後，8 月 17 日に至って突
如『日記』に「計劃赴奉天、朝鮮行程及預算．午後，訊王稚虹（朝鮮総領事）」と記される．『朝鮮』第一章序
言には「始欲取道西比利赴欧美；而中俄国際間，忽生障礙14），友人戒勿行」との説明もあるが，結局，決
行可能な行き先が消去法的な選択により朝鮮に限定されていったようにも見受けられる．いささか表向
きの理由という感がしないでもないが，『朝鮮』第一章序言には一応次のように記されている．「我之任務，
在考察農邨教育及経済，若朝鮮，若台湾，若印度，倶有種種特殊設施，而人或忽之．求一中国文出版物，
記東方諸地――朝鮮、印度、緬甸、暹羅、安南、非立賓、台湾……最近政治及社会情状者，而渺不易得．
之数地者，皆今所謂弱小民族，而受治於所謂帝国主義者是也．誠憐此民族而悪此主義，奈何不深考此民
族在此主義之下，其実況如何 ?　且之数地者，於我中国各有数百年乃至千年以上歴史的関係，若者興，
若者亡，亦大足以供国人考鑒矣；而奈何無一冊為之写真而行世 ?（中略）三五同志，咸韙吾議，予以有力
之賛許．吾乃蹶然奮起，将橐徧遊之数地而首朝鮮」15）． 
1 回目の訪問では事前の準備が不十分だったために，得られた成果も少なかったとの反省から，2 回
目は朝鮮に入る前，大連での長期滞在中に，主に満鉄図書館を利用して相当数の朝鮮関係書籍を閲覧調
査している．『日記』に基づきその様子を紹介すると，次のようになる．黄炎培は既に 5 月 31 日に，
1915 年のサンフランシスコ万国博覧会で知り合いになっていた大連在住の李文権（字道衡）の紹介状を
持って大連満鉄図書館を訪れ，同館司書にして且つ著名な漢学者であった松崎鶴雄16）と面識を得ていた
が，8 月 30 日に再度満鉄図書館を訪れ，松崎を介して館長の柿沼介に面会して特別室閲覧券を贈られ，
これをきっかけとして次々に朝鮮関係の図書を閲覧していく．彼が 9 月 28 日までに閲覧したのは，彼
自身の言葉を借りて記せば，「朝鮮一般史及朝鮮歴史地理」「朝鮮政治地理」17），さらには「朝鮮民族史，
美術史，学藝史，社会制度史，政争史，教育制度史，語学史等」18）と多方面に渉っている．日本の書籍
が相当数を占めており，7 月下旬から行ってきた日本語の学習が生かされただろう19）． 
かくして，さらに 9 月 23 日には「（朝鮮）各地の領事の名単を索め」，25 日には「朝鮮の調査事項，機
関及び訪ねんと欲するの人物を準備し」て，10 月 11 日に旅立った．途中の 13 日，奉天での日記には紹
介状を持参した 9 人の人物（日本人 7 名，中国人 2 名）の名と紹介者の名も記されており，彼なりに極め
て周到な準備をした上での朝鮮訪問だったと言えるだろう．
??????????
10 月 15 日に安東から鴨緑江を渡って朝鮮に入った黄炎培は，その際の第一印象を日記に「所見鮮人
比十年前（一）較華麗，（二）婦女之好修飾者有不衣白而衣湖緑衣玄裙者」と記しているが，15 日にソウル
に到着後，彼が朝鮮理解のためにどのような活動をしたかについて，『日記』に基づき以下簡単に列挙し
てみよう．
10 月 16 日，奨忠壇（李朝の高宗が甲午・乙未の戦役の朝鮮人死者を顕彰した壇）見学．その他．17 日，
『朝鮮地誌』購入，著者日高友四郎にその自宅で会う．昌慶苑・博物館等見学．その他．18 日，京城図
書館へ行く．主任の島崎末平が書庫を案内．要覧と整理図表受贈．（朝鮮総督府）中枢院歴史編纂室の稲
葉君山宅で朝鮮文化につき歓談．種々の教示あり．その他．19 日，君山の紹介状を持って総督府へ行き，
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総督府全体及び博物館を見学．その他．20 日，京畿道金融組合聯合会理事長山根譓を訪ね，『概況』『京
畿道要覧』『関係例規』等受贈．その他．21 日，金融組合の理事内田繁由を訪ね，印刷品受贈．都市の
金融組合の難しさにつき語り合う．その他．22 日，荻山秀雄・菅野銀八著『朝鮮史関係図書解題』を読み，
要点をまとめ終わる．その他．23 日，汽車で水原駅へ．農場・勧業模範場へ行き，場長兼高等農林校
長の加藤博士らと語る．その他．24 日，貞洞の女子普通学校を見学，校長妹尾彰寿に会う．その他．
25 日，京城高等商業学校を見学，教授横山富吉・校長鈴木孫彦に会う．経学院の孔廟を見学．その他．
26 日，総督府へ行き，宗教課西田明松の案内で奎章閣所蔵の朝鮮古書・支那古書目を見学．その他．
27 日，水原の華城金融組合理事高島隆助に手紙を出し，村落の組合につき数点回答を乞う．自著『朝鮮』
の章節，各細目の草案作成．その他．28 日，京城鍾路金融組合理事中尾倹承を訪ね，苦労話を聞く．
京城帝国大学の藤塚鄰教授・今西竜博士を訪ね，魏建功にも会う．その他．29 日，仁川へ．金融組合
の張錫佑と面談．領事館員張氏の案内で共同宿泊所・職業紹介所を見学．華僑に対し「団結の必要」を演
説．30 日，魏建功らとともに児島献吉郎宅を訪れ，昼食も児島宅で．その他．31 日，（中華）総商会を
訪ね，書記・会計と商会及び僑商の近況について話す．図書館での資料収集一段落．その他．11 月 1 日，
日韓書社で『朝鮮語読本』購入，「普通学校修身節用」閲覧．中枢院に稲葉君山を訪ね，鮮人の将来につき
筆談．その他．2 日，中枢院に稲葉君山を訪ね，ともに総督府博物館へ行き，小田教授（小田省吾）に会う．
その他．3 日，金佑行に来てもらい，諺文の読み方を教わる．（明治天皇を祭る）南山神社に登る．午後
11 時 10 分，平壌行きの汽車に乗る．4 日午前 6 時平壌着，商会長孟憲詩（慶興徳主人）・副会長梁鳳坡（春
盛永主人）と玄武門外の箕子の墓を見学．その他．3 時 55 分，平壌を出発．
以上のように黄炎培は朝鮮滞在中の 10 月 27 日に既に『朝鮮』の構想を練っていたのだが，大連帰着後，
11 月 9 日にはその執筆に着手し，12 月 30 日に上海に帰着した後も続行し，ほぼ 4 ヶ月半を費やして，
翌 1928 年 3 月 25 日に脱稿している．その間も特に大連では，ソウルで面識のできた日高友四郎に書簡
で「地志、天産種数之来源」について質問したり，満鉄図書館や知人から関係図書を借用したりもしてい
る．また，上海では 2 月 1 日に「新韓青年党」のメンバーの一人韓鎮教（号塩山）の訪問を受けたり，同
12 日には同じく朝鮮独立運動家の安昌浩（号島山）を霞飛坊 260 号に訪ねたり，また，3 月 2 日には，18
年間にわたり朝鮮仁川の領事を務めた後，当時宝山県長の職にあった金慶章（字静初）らと会食し，「朝
鮮の事を問」うたりもしている20）．
????????
彼が 2 回目の朝鮮訪問21）で行った観察と思索の内容を知るための資料としては，『朝鮮』がそのすべて
であると言ってよいので，まずその章節の題目を以下に示しておこう．括弧内は各節の題目である．
開巻語／第一章　序言／第二章　天然的朝鮮（形勢，気象，天産，人種）／第三章　過去的朝鮮及朝
鮮人（先史時代，全史概覧，漢族開化時代，三国時代，高麗時代，李朝鮮時代，朝鮮失国）／第四章　
現在的朝鮮（概説，政区，戸口，行政，財政，経済及産業，教育及文化，土木及交通，司法，警察，衛生，
軍事）／第五章　現在的朝鮮人（朝鮮人之体格，朝鮮人之智力，朝鮮人之語言文字，朝鮮人之藝術，朝
鮮人之道徳観念，朝鮮人之宗教観念，朝鮮人之群力，朝鮮人之生活力）／附章　朝鮮之中華僑民／朝鮮
参考図書一覧／挿図目次／挿文目次
『朝鮮』は第一章以下全 355 頁を有する，かなり浩瀚な書物であり，言わば朝鮮に関する百科全書のよ
うな性質も備えている．これほどの著作が満鉄図書館の蔵書による研究着手以来僅か 7カ月で完成した，
その大きな要因は，20 日間程度の朝鮮滞在時の実地調査よりもむしろ参考図書から得た書面上の知識
の方であっただろう．彼が閲覧した図書については，上述の通り，『日記』の随所に記録されているのだ
が，あらためて『朝鮮』所収の「朝鮮参考図書一覧」を検してみると，そこには計 130 種の図書名が記載さ
れている．それらを著編者の国別に統計してみると，中国人によるものが 31 種，日本人によるものが
85 種，朝鮮人によるものが 14 種で，それぞれ全体の 24%，65%，11% となる．ただ，中国人によるも
のは『史記』等の正史，『尚書』等の経書，『大清一統志』等の清代の地志等が大部分を占め，当時の同時代
の著作と言えるものは金毓黻の『遼東文献徴略』（1927 年）と楊守敬の『歴代輿地全図』（1903 年）のみで
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ある．また，朝鮮人によるものは高麗時代の『三国史記』『三国遺事』，李朝の『東国通鑑』等 5 種のほか，
同時代のものは朝鮮総督府中枢院参議だった魚允迪の『東史年表』（1915 年）等，多かれ少なかれ日本当
局の息のかかったものがほとんどで，唯一民族主義運動家朴殷植（1859-1925）の『朝鮮独立運動』22）のみ
が異色である．以上，中国人や朝鮮人によるものを除いて，全体の 3 分の 2 以上が 1910 年から 1927 年
までの間に刊行された日本の学者・知識人の著作や朝鮮総督府編纂の書籍だった．以上のような状況は
当時の中国に，また朝鮮自身にも，朝鮮に関する書物があまりなかったことを反映しているだろうし，
それはまた，当時の中国人が朝鮮の歴史や文化等にさしたる関心を抱いていなかったことや，一方，朝
鮮人自身が自国の事柄を書物に著すだけの条件や環境が備わっていなかったことを示すものでもあろう
が，いずれにせよ，依拠した資料の性質上，黄炎培の『朝鮮』は本論たるその第二章以下は，かなりの程
度まで，日本人の著作を焼き直して集成したものという印象を拭い難い所がある．
では，黄炎培自身のオリジナルな言説はどこにも見られないのかと言えば，決してそうではなく，脱
稿前の 3 月 10 日に書き上げた「第一章　序言」と，その 2 か月後の 5 月 31 日に執筆した「開巻語」を通し
て彼の見解や立場を知ることができる．序言の中で彼は「書既成，乃掬吾種種感念，以告読者」として「三
種感念」を記しているが，その三つ目が重要と思われる．それは「吾決不受蔽於一般挟有国際野心之政客
的言論与文章，将失国民族之優点与其惨況，一筆抹煞．吾亦決不被刧於今世推倒帝国主義的羣衆思潮，
将現政府良好的設施，一筆抹煞．（中略）苟為吾耳吾目所通報吾心而審為無謬者，決不許吾筆稍加以遮蓋
与塗飾」というものである．この「感念」に基づき，彼は「日本」と「朝鮮人」と「中国国民」に対する感懐や
意見をそれぞれ述べている．
まず，日本に対しては「不能不驚佩日本之政治能力」として，次のようなことを述べている．すなわち，
1910 年の日鮮合邦から今日まで僅か 19 年に過ぎず，統監府の成立からでも 23 年に過ぎないのに，「修明」
なる政治の効果が現れている．そのうち，数字に表すことのできるものとして，地方生産力の飛躍的増
加と対外貿易の目覚ましい発展があり，このような社会生産の目覚ましい発展は，経済政策の成功の結
果である．日本が行った経済政策は，朝鮮全体の経済活動の機能をことごとく政治権力の支配下に収め
ることだった．この点に関して，朝鮮銀行・朝鮮殖産銀行・東洋拓殖株式会社・朝鮮金融組合の設立と
いう四大措置があった．小さな半島とその人民とはいえ，このような制度を打ち立ててこれほどの成果
を挙げたのは，全力を尽くしたものと言わざるを得ず，その成果の大きさは勿論のこと，その手腕の敏
捷さにも敬服する．すなわち，1919 年 3 月，にわかに朝鮮独立運動が起こり，騒乱が全国に広がって
いくと，日本政府は世界の思潮の急転と朝鮮の大衆運動の熱烈さに鑑み，直ちに詔書を降して一視同仁
の旨を表明し，法令を改正し政策を変更した．これはもとより朝鮮人士の愛国の勇気によって実現した
面もあるとはいえ，日本政府の遠大な見識と機敏な手段も一頭地を抜くものであった．以上のような所
説は，これこそ正に自ら「序言」で表明した「帝国主義を打倒しようとする現代の大衆の思潮に脅されて，
現政府の良好な措置を一筆で抹消しない」姿勢の具現化ということになるのだろうが，その上で彼は日
本政府に対して「日政府既対日鮮人民一視同仁矣，則一切設施，宜不僅為日本人造福，誠宜為朝鮮人同
様的造福」との言葉を呈し，日本政府が真に仁心公道を抱き，鮮人に対してその幸福の機運を開いてやり，
その進化を扶助してやり，共存共栄を日鮮人民に対するすべての措置の共通の準則とするなら，鮮人は
その徳に感ずることを知らぬ人々ではないと説いた．
そもそも黄炎培には，人類は「民治」の段階を経て「大同」という理想世界に到達するものだ，或いは到
達せねばならないという考えがあったようで，それが『朝鮮』のこの辺り（11，12 頁）で述べられている
のだが，彼によれば，当時の世界はまだ「民治」の段階に到達していないのだった．民族間に強い治者と
弱い被治者との別がまだ残っている，そのような段階では，強い治者は弱い被治者の土地を独占利権の
基本産としたり，その人民を強い力で征服して己が所有物としたりしてはならず，「絶対善意」でその長
所を引き出し，その欠点を補ってやり，提携して，一に「共存共栄」を原則とせねばならない．一方，弱
い被治者は奮勉して自立・自存を目指し，かの強い治者を敵視して刃向かったりはしない．強と弱，治
と被治とにかかわりなく，各々己に対する天職と天に対する天職を尽くし，己に与えられた場所で行為
し，一に「利己而不害人」を原則とする．そうなれば，世界の殺機も少しはやむのではなかろうか．以上
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のような黄炎培の考え方を当時の日朝関係に当てはめるなら，日本は強い治者，朝鮮は弱い被治者で，
互いに強引な手段に訴えることなく，日本は朝鮮の長所を引き出し，その欠点を補ってやり，一方，朝
鮮は奮勉して自立・自存を目指すという，それぞれの天職を尽くしていくのがよいということになる．
また，彼によれば，世界には必ず「大同」の日が訪れるに違いないのだった．将来，「民治」制度が確立
すれば，治と被治の別はなくなり，政治上の階級は破れ，一朝「大同」世界が実現して，国際間の境界も
すべてなくなる．全員がその日を目標とし，権力のある者の唱導の下，権力のない者も奮発し，各自が
人類最高目的（すなわち「大同」世界の実現）運動中の一員となるべく勉めれば，紛糾などどこにもあり得
ないのだった．一方，強者と弱者の関係は一定不変のものではなかった．強者が敗れることになるのは，
日々弱者を併呑することを以て事として，内治をおろそかにしたり，或いはもっと強い者が起こったり，
或いは多数の者が連合して立ち上がったりするためだった．つまり，勝者が勝ちを全うできないのは，
劣者を滅ぼして勝ちを取ろうとするからなのだった．優者が劣者を滅ぼして勝ちを求めるのは，動物に
あっては当たり前のことだが，人類は争いや殺戮ではなく，生存のための新たな道を切り開かなければ
ならない．現在の世界では大地の生産力増加の速度は，遠く人口増加の速度に及ばないから，地力の開
発，科学的方法による生産効率の増進，科学的方法による人類の生存の必要物の変更，これらの点に努
めなければならない．劣者が自然な成り行きで敗れる，すなわち自然淘汰的な意味での進化論が当ては
まるような事例は人力で救えない面があるが，それをわざわざ人力で滅ぼしてしまうことはあるまい．
以上のような内容を，黄炎培は朝鮮問題との関連において述べている．
次に，朝鮮人に対する黄炎培の「感念」を見てみよう．1919 年の朝鮮独立運動に対して「卒使日本政府
立改其対鮮方針，為相当的解放．雖由国際輿論所造成之空気，予以絶大助力；而亦朝鮮志士之愛国血誠，
有以致之」と高く評価する一方，また，「十年以来，世界弱小民族之求生存於統治者威権之下，其所采之
手段，舎以生命相賭賽外，不少其発明，不少其可循之涂
ママ
径」とも述べ，『韓国独立運動史』23）に対する汪
精衛の序から「韓志士有惨怛之意，而不流於厲；有剛毅之節，而不毗於暴」という言葉を引いている．こ
の「憂え悲しむとも激しきに流れぬ心，剛毅ではあるが暴には至らぬ節操」とはどのようなものなのか．
黄炎培によれば，およそ事の成功の要素は，大抵その比較的大きな部分は自力に属し，比較的小さな部
分が他力に属する．他力とは，時機と境地である．いやしくも自力を蓄えること極度にまで至ると，時
勢を創造することができ，場合によっては機会が到来すれば，自力はそこまで達していなくとも，僥倖
で成功することもある．是を以て君子は自ら強くし，哲人は幾を知る（機運を見て取る）のである．自強
を体とし，知幾を用として，天を怨まず，人を尤めず，ただ自ら励むことが肝心なのである．そして，
およそ力には三つある．それは金力と武力と知力で，知力は無形であるにもかかわらず，その極みに達
すると，すべてを支配して余りがある．朝鮮は諸志士の努力により，現在の政府（朝鮮総督府）から日・
鮮が同等に高等教育を享受する権利を勝ち取った．若干年の学問上の努力を積んで，専門家が輩出し，
あらゆる学問において種々の発明を貢献するようになれば，進んでは人類の最高目的運動の有力な一員
となり，そこまでいかずとも民族のため無上の栄誉を争うことにはなり，そして，いかなる強国も軽視
できなくなる．これも生存を求める弱者が忘れないようにすべき一筋の光明に輝く大道なのであるとす
る．すなわち，黄炎培は日本による朝鮮の統治という現実は，これを強者と弱者との間の自然な成り行
きとして，特に問題視することなく，むしろ朝鮮人の自強と知幾による漸進的な自助努力の必要性を強
調したのである．
三番目に，中国国民に対しては「吾国人其思之 !　日本之対朝鮮，其処心積慮而欲得之，曾為朝鮮半
島一万四千餘里，一千九百万人民乎 ?　抑否乎 ?（中略）対於朝鮮問題，（中略）実為其関係於我中華前途，
至深且切，而為我国民義務上所不得不注意者矣」として危機意識を喚起している．しかしながら，同時
に「雖然，国際利害為一問題，而吾人対於其施政之精神，之方法，之手段，有不得不使人驚嘆者」と述べ，
朝鮮総督府の種々の措置のうち，「其尤切要而為吾人研究建設問題時所値得参考者」を選んで，かいつま
んで述べ，且つ私見をも交えることにするとして，「民政」「財政」「関税」「教育」「古跡の調査」を取り
上げて説明し，日本の「朝鮮之施政，可謂勤矣」と評価し24），これらを中国の国家建設の参考にすべきこ
とを訴えている．
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黄炎培は序言の最後を次のような言葉で締めくくっている．「吾誠願帝国主義絶跡於今後世界，吾誠
願世界民治立現，尽滅統治被治一切階級．第対於今任何国家，有努力於経済上，文化上，一切建設者，
吾終願博考之，詳記之，以介紹於吾国人．願吾国民人以最大之容量容之；以最精之識力辨之；以最高之
熱誠与勇気行之．…」．
次に「開巻語」を見ることにするが，5 月 3 日に勃発した済南事件がその内容に影を落としており，黄
炎培自身この事件により「益感本書有貢献於吾国人之必要」と述べている．彼は神宮皇后に始まる日本の
大陸に対する野心が，ついに 1914 年の第一次世界大戦に乗じて，ドイツからの青島・膠済の強奪領有
に至ったが，日本人はさらに水上は渤海を尽くし，陸上は満洲・蒙古を尽くし，黄河流域を併せて囊中
に収めようとしているとして危機感を募らせ，朝鮮研究にあらためて日本の大陸侵略史の研究の出発点
という位置づけを与え直している．また，亡国前の朝鮮人民の抵抗の気概に一定の評価を与え，にもか
かわらず朝鮮が滅亡に至った原因を政府と人民の一致団結がなかった点に求めている．そして，最後に
「烏乎 !　莫問彼欲朝鮮我否，且自審我視朝鮮何如；則朝鮮我之宝鏡也．更観彼所施於朝鮮者何如，所
施於朝鮮人者又何如；則今日之朝鮮，尤今日之我之宝鏡也」と締めくくっている．
??????????
3 回目は 1931 年 3 月から 4 月にかけて中国国内の青島・大連・瀋陽から朝鮮を経て日本をめぐる旅
行の途中の経由であり，『日記』によれば，4 月 3 日にソウルに着き，4 日の夜行に乗って 5 日の早朝釜
山に着き，そのまま関釜連絡船へと直行している．このときの見聞や所感は『日記』『八十年来』及び『申
報』の民国 20 年 5 月から 6 月にかけて連載された「黄海環遊記」によって窺うことができる．ソウルでの
これまで 2 回と特に異なる経験と言えば，3 日に総領事署で壬午の変関係のものを含む朝鮮亡国前の中
韓間の「重要檔案」を閲覧する機会に恵まれたこと25）と，4 日昼前に総督府で総督斎藤実に面会したこ
と26）か．その他，黄炎培は 3 日に少なくとも 5 首の詩を詠んでおり，それらが『日記』に記載されてい
る27）．そのうちの 3首に少しだけ注目してみよう．一首はこの日に会った総督府視学官玄錦雲（ ）に贈っ
たもので，「廿年三踏漢京塵，劫後相逢意最親．更幾千年国何有，大同世界一家春」として，例の「大同
世界」への憧憬を詠んでいる．同日夜は料亭明月楼で総督府外事課長の穂積真六郎の接待を受けたが，
そのとき詠んだもののうちの 1 首「題明月楼壁」は「月晦明兮万古，客去来兮三度．思往事兮登楼，爾血
未乾兮，漢山高高高，誰名此水兮，漢江滔滔，誰不愛其祖国兮，吾兄吾弟一千九百万之同胞」というも
ので，「漢山」や「漢江」という地名にちなみ，朝鮮人民を同胞とする連帯意識を歌っている．また別の 1
首「題明月楼」は「漢城三月春如沐，楼頭故事猶堪哭．一電当年壮士名，五雲今夜佳人服．卿起舞，我作歌．
歌成月色一天白，照澈漢江来去波」というもので，原注にも「一九一九年独立宣言，諸志士集明月楼，以
電話自報姓名于総督府」とあるが，明月楼の一件は，「黄海環遊記（九）」28）や『八十年来』にも記されてお
り（「海外游跡・英雄的朝鮮志士」），特に後者では「一九三一年三月，我第三次游朝鮮，登漢城明月楼，
月夜歌舞，有人告我一故事：一九一九年，朝鮮一群愛国者集明月楼，写朝鮮独立宣言，写成，給日警査
知， 囲捜明月楼，志士在電話中自報姓名，一律被捕，為国犠牲．我聞之大感動，題壁一詩（以下略）」と，
より詳しい記述になっている29）．三・一独立運動中の有名な一コマであり，当時の日本側の資料の一つ
には「騒擾〔独立騒擾事件〕を起した〔1919 年 3 月〕一日の昼頃であつた，今回の騒擾事件の首領と目され
居る天道教主孫秉熙と其の幹部とも云ふべき呉世昌外二十九名の者朝鮮料理店の明月館（京城で朝鮮料
理屋として有名なもの）に集会して独立宣言の祝杯を挙げ，最早朝鮮が独立したかの如き気分になつて
大気焰を吐いて居つた所へ憲兵巡査乗り込み全部総監部へ拘引した，（中略）噂さによれば彼等は明月館
より警務総監部へ電話を掛け，朝鮮独立宣言の首謀者の一団此に在り拘引したくば自動車を以て迎へに
来れと豪語したと云ふ話である」と記されている30）．
その他，「黄海環遊記」からめぼしい記事を拾ってみると，まず，1929 年末以後一般に知られるよう
になった，いわゆる田中上奏文（「田中奏本」）を受けて記された「日本極意懐柔朝鮮人民．並挑発朝鮮人
民使仇視吾国人．他們用心的陰険．読田中奏本朝鮮移民奨励及保護政策一章早赤裸裸地説出了．他説『在
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満蒙之朝鮮人如至二百五十万人以上．待有事之秋．以朝鮮民為原子．而作軍事活動．然我国可利用鮮人．
不可不防支那政府利用鮮人以制我．』為這個縁故．他們尽力離間鮮人対我的情感」という一節31）がある．
また，「朝鮮風俗．応該大大的改良．勤．倹．信実．這種民族建国的要素．与個人自立的信条．他們都
感缺乏」として，そうした「勤，倹，信実」に反する朝鮮人の事例を 2 つ紹介し，「風俗的不良．是亡国的
一大原因．『殷鑑不遠．』吾們不暇為一身一家計．為国家及民族前途計．対于這種懶惰．浮華．浪費．不
自立種種不良風俗．究竟取怎様態度纔是呢」と結んでいる32）．また，当時日増しに強まっていた日本（「人
家」）からの圧力に対しては「吾們中国在這種環境之下．該怎様呢．人家処心積慮．全国上下一致地謀我．
…吾們先打倒三種心理．第一．恐怖的心理．第二消極的心理．第三聴天由命的心理．…最是使不得的．
就是聴天由命」と述べて，危機感を募らせるとともに，3 つの良からぬ心理状態，なかんずく成り行き
任せの心理の打倒を呼びかけている33）．
なお，黄炎培の朝鮮とのかかわりに関する資料としては，『日記』に記されている「校≪朝鮮金融組合
調査報告≫，付印」（1927 年 12 月 30 日），「回家草《朝鮮調査合作社之回憶》，寄《蘇農》」（1930 年 5 月
14 日），「為陳楽素作《光緒壬午朝鮮案始末》序34）」（同年 12 月 7 日）等の文言も挙げることができると思
うが，ここに記されている文献は未見であり，今後の探求に俟ちたい．
?????????
以上，私は特に論評を差し挟むこともなく，また論評を差し挟むだけの識見がないためでもあるが，
可能な限り視界を広くし，かつ客観性を保つことに努めつつ，黄炎培の朝鮮とのかかわりに関する事項
を追跡してきた．ただ，物申すことを極力控えた私の「覚めた目」にもいささか異様に映ったのは，1927
年の訪朝への彼の取り組み方である．もちろん教育や経済の状況の調査が最大の関心事であったとはい
え，帝国主義の下における朝鮮民族の「実況」を深く調査することも訪朝の大きな目的としてあったにも
かかわらず，彼は朝鮮に足を踏み入れた後も，生身の朝鮮人たちの中に入って行って我が目でその「実況」
を観察した形跡は全くなく，朝鮮総督府や京城帝国大学の日本人や一部の在朝中国人たちとの面談・取
材に明け暮れていた．
実は黄炎培のこのような点を鋭く突いた人物がいるので紹介して，この稿を閉じることとしたい．そ
れは黄炎培と同時代の政治家・革命家・教育者として知られる鄒魯（1885－1954）である．彼は日本降伏
後の 1945 年 10 月 25 日，国民党中央の機関紙『中央日報』に「祝朝鮮復国的回顧」という文章35）を書き，
1929 年，日本へ休養に行った際，黄炎培の『朝鮮』を見かけたとして，次のように述べている．「在那個
時候，看到一本黄炎培先生所著有関朝鮮的書，盛言日本統治朝鮮的政治優良，並説到朝鮮教育工業農業
如何的発達，民生如何的安適，我覚得很奇怪，計劃前往朝鮮親作個実地考察．恰好中東路事件36）発生，
中俄両国戦発，於是我就決定了経朝鮮返東三省的旅程，俾便考証黄炎培先生書内所説的実在性．当我征
蹄一踏上了釜山，便被我発見了另是一個非人的社会，我曾作詩二首以紀実説：「屋矮天寛月更明，繊毫
照見故民情，皮枯骨立精神憊，隠隠如聞惨痛声．沿街習地坐衣冠，尽是遺民売物攤，不少中邦文物集，
傷心猶得見餘残．」旋乗着釜京火車，望京城而進，我常常由窓口望出去，処処呈現悽惨荒涼，目不忍覩，
我曾写五古一篇：「車従釜山発，北向京城行，沿途見民舎，最足動我情．東斜復西倒，荒荒雑棘荊，茅
茨殊不治，四壁塗泥成，寛広不数尺，支持乏一楹，蕭条空無物，乱草肆縦横，牛馬同寝処，鶏鶩共盃羹，
山河雖信美，居者不聊生，禾麦離離実，耕者不得烹（古詩烹穀持作飯烹字本此），此情一何惨哀哉亡国民．」
照此看来，我写的和黄炎培先生所写的恰恰成了相反的紀載，黄先生的材料，究竟根拠何処，我懐疑了很
久，後来看到黄先生的序文，到朝鮮時，一切都受日本人的招待，他的書多取材該地的図書館，黄先生想
遊覧或参観一個地方，都是由日本人帯引．這様，我始恍然大悟黄先生所以不能看到当時朝鮮亡国人民的
実在情形．（以下略）」．
黄炎培としては，まさに痛い所を突かれたということになろう．ただ，鄒魯もわずか釜山から平壌ま
で汽車で通過した程度に過ぎず，どれほど朝鮮の現実が分かったのだろうかという疑念も起こらぬわけ
ではないのだが，実はこの経験が彼に朝鮮の独立運動に援助の手を差し伸べたいという気持ちを起こさ
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せ，実際彼はこれを行動に移していくのである．
大した見通しも立てぬまま続けてきた私のささやかな「民国期中国知識人の植民地朝鮮観」の研究であ
るが，今後も引き続き新たな資料の発掘を心がけつつ，少しでも深めていき，その一環として鄒魯の朝
鮮とのかかわりについても早晩まとめてみることにしたい．
?
1）  拙稿「日本占領期の韓国社会に対する同時代中国人の観察と思索－魏建功の在韓体験を例として」（国際韓国文
学文化学会（INAKOS）『사이間 SAI』第 9 号，2010 年 11 月 30 日）．
2）  黄炎培の朝鮮へのかかわりに言及した数少ない例の一つとして田正平・周志毅『黄炎培教育思想研究』（江寧教
育出版社，1997 年）p.104,105 の部分があるが，著者は『朝鮮』の執筆時期を誤認しており，また，黄炎培と朝鮮
とのかかわりについての記述も周到なものとは言い難い．
3）  『朝鮮』第一章序言．
4）  同上．
5）  黄炎培著，中国社会科学院近代史研究所整理『黄炎培日記』全 10 巻，華文出版社，2008 年．以下『日記』と略称．
6）  『日記』第 1 巻 1918 年 1 月 3 日．
7）  同上第 2 巻 1918 年 5 月 14 日．
8）  呉武壮公祠は壬午（1882 年）の変の際，清朝政府に派遣されて渡韓し，乱を平定した広東水師提督呉長慶を祭る
ため，朝鮮華僑が建てた祠．《華僑華人百科全書・社区民俗巻》編輯委員会編『華僑華人百科全書・社区民俗巻』
（中国華僑出版社，2000 年）p.416 等による．
9）  同行した蔣夢麟がその自伝『西潮』の第 25 章「東北与朝鮮」にこの訪朝時の見聞・感想等を記している．
10） 以上，小野信爾「三一運動と五四運動」（『朝鮮史叢』第 5・6 合併号，1982 年）p.75 による．なお，金文淑は，
1921 年 8 月上海で成立した中韓互助社のメンバーの一人となった人物（『独立新聞』1921 年 8 月 15 日）と見られ
る．
11） 黄炎培『八十年来』「受到国民党迫害，大連閑《杜詩尤》，得奇遇」．『八十年来』は 1964 年 10 月に原稿完成．数
種の刊本があるが，本稿では 1992 年文史資料出版社刊の『八十年来《延安帰来》』に拠った．なお，大連滞在時，
黄炎培はつれづれに任せて杜甫の詩を手写し，『杜詩尤』としてまとめたため，その事がこの部分の題意に込め
られているが，彼の大連での生活はもちろんそれだけに終始していたのではない．
12） 『日記』第 2 巻 1927 年 5 月 24 日の条等．
13） 同上 7 月 22 日の条に「午后 , 始請侯培祺君来授日語．（中略）約定毎日午後一時起」とある．
14） 「中俄国際間 , 忽生障礙」とは 1927 年 4 月 6 日，安国軍総司令張作霖に派遣された軍警が北京駐在ソ連大使館を
包囲して大捜索を行ったのに端を発し，中ソ国交が危殆に瀕するまでに至った一連の事件を言うものと考えら
れる．
15） 黄炎培『朝鮮』p.1，2．
16） 松崎鶴雄については拙稿「松崎鶴雄（1867－1949）と中国――あるテレビ番組をめぐって」（武庫川女子大学関西
文化研究センター“関西文化研究叢書”8『日本と中国の基本的人間文化――その普遍と個別――』所収，2008
年），「漢学者松崎鶴雄　その民国文人との文化交流－大連在住期を中心に」（『日本語日本文学論叢』第 6 号，
2011 年）等を参照されたい．
17） 『日記』第 3 巻 1927 年 9 月 27 日．
18） 同上 1927 年 9 月 28 日．
19） 『八十年来』「蔡元培教育法」において，黄炎培は 1901 年，南洋公学入学後，蔡元培に「和文翻訳法」なるものを
教わったと述べている．黄はもともと日本語の読解にある程度慣れていたようではある．
20） 以上みな『日記』第 3 巻．金慶章については上海県県志編纂委員会編『上海県志』（上海人民出版社，1993 年）第
32 篇（一）人物伝記による．
21） ちなみに，この朝鮮訪問の所要経費として黄は 1928 年 7 月 6 日に計 8,000 元を受領している．『日記』第 3 巻同
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日条に「収考察旅費　八千元．支治装費　二百八十元．支朝鮮考察費　九百十四元．共支一千三百六十四元．
存六千六百三十六元．存勧工，通知両銀行」とあるのによる．
22） 本来の書名は「韓国独立運動之血史」（上海，維新社発行，1920 年 12 月．中国文）．誤って最後の 3 字を脱した
か．
23） 前掲『韓国独立運動之血史』のこと．
24） もっともこの後，生活実感についての個々の朝鮮人への質問を踏まえ，極端な経済開発政策は検討の余地があ
るのではないかという懸念も表明している．
25） 『日記』第 3 巻 1931 年 4 月 3 日の条，及び「黄海環遊記（一〇）」（『申報』民国 20 年 5 月 22 日）．
26） 『日記』同上 4 月 4 日．
27） 『日記』第 3 巻 p.309 では 5 首続けて 4 月 3 日の日付よりも前，すなわち 2 日の条の後に記されているが，黄炎
培が 4 月 3 日に宿舎に帰着後，日記をつける際，備忘のためか，詩句を最初に書き記したため，こうなったも
のと想像される．
28） 「黄海環遊記（九）」（『申報』民国 20 年 5 月 21 日）．
29） この後引かれている詩句は，『日記』のものと若干の字句の異同がある．
30） 釈尾春芿『朝鮮併合史　一名朝鮮最近史』（朝鮮及満洲社，1926 年．2007 年，オークラ情報サービス株式会社
より復刻版）．
31） 「黄海環遊記（九）」．
32） 「黄海環遊記（一〇）」（『申報』民国 20 年 5 月 22 日）．
33） 「黄海環遊記（二五）」（『申報』民国 20 年 6 月 8 日）．
34） 陳楽素は黄炎培とともに馬良を訪問したときの記録である「相老人八十年之経過談」全 5 編（『人文月刊』1930 年
第 1 巻第 2，4，5，6，7 期．後，陳楽素『求是集』第一集に収録．広東人民出版社，1986 年）を残している史学者．
35） この文章は『文萃』1945 年第 4 期にも発表されたという（未見）．また，鄒魯『回顧録』（近代中国史料叢刊第 67 輯，
文海出版社）36「内外堅苦奮闘中完成抗戦勝利」の p.700-702 に抄録されており，同書「内憂外患」p.318-32 にも
関連する事柄が述べられている．
36） 中東路事件は 1927 年，中東路（中東鉄路）をめぐって中ソの間に起こった軍事衝突．
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